








































いて必要になると考える。   
在宅者護論4きでは、在宅看護の目的の中に、療養者・家族の自己決定と自助（セルフケア）へ  
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満たしていないとの見解を示した。   
そして、中村ら13きは、全国の看護教育機関における在宅者護過程の教授・展開方法についての  
現状を把捉し、その課題と教員が感じている困難を明らかにすることを目的に調査を行った。看  








番号 1．著者、年 2．目的  3．概要  
①  冨安眞理ら  在宅看護論・在宅者讃学実  学習・体験によって、家族支援に関する学習効果がもたらされた  
2007  習における家族支援に閲す  ことが示唆された。そして、家族支援の認識として抽出された力  
る学習効果を明らかにする  テコリは、環境因子の役割を重視しているICFのモデルとも一致  
こと。  した。  









































①  渡部洋子ら  在宅看護学実習における対  在宅看護学実習におけるアセスメントツールの作成のために、基  







Ⅳ．考察   
1．ICFの概念との共通性   
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